
号

外

二�
平

成
二
十
一
年

十

月
十
四
日

目

次

人
事
委
員
会
規
則

○
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

人
事
委
員
会)

一
ペ
ー
ジ

○
事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

(

同

)

一
六

人
事
委
員
会
規
則

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
十
四
日

岐
阜
県
人
事
委
員
会

委
員
長�
瀬

英

二

岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
施
行
規
則(

昭
和
三
十
八
年
岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中｢

第
七
条
の
四
第
六
項｣

を｢

第
八
条
第
四
項｣

に
改
め
る
。

第
二
条
の
六
第
四
項
第
一
号
中｢

第
五
十
五
条
の
二｣

を｢

第
五
十
五
条
の
二
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
二
条
の
十
を
削
る
。

第
二
十
四
条
の
二
か
ら
第
二
十
四
条
の
五
ま
で
を
削
る
。

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

懲
戒
免
職
等
処
分
を
行
う
権
限
を
有
し
て
い
た
機
関
が
な
い
場
合
に
お
け
る
退
職
手
当
管
理
機
関)

第
二
十
五
条

条
例
第
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
機
関
は
、
次
に
掲
げ

る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
機
関
と
す
る
。

一

知
事

知
事

二

職
員
の
退
職
の
日
に
お
い
て
当
該
職
員
に
対
し
条
例
第
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
懲
戒
免
職

等
処
分
を
行
う
権
限
を
有
し
て
い
た
機
関
が
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
も

の

当
該
職
員
の
退
職
の
日
に
お
い
て
当
該
職
員
の
占
め
て
い
た
職(

当
該
職
が
廃
止
さ
れ
た
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
に
相
当
す
る
職)

の
任
命
権
を
有
す
る
機
関

( ) 平成21年10月14日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１

○

○

岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
一
年
十
月
十
四
日



わ
れ
た
一

等
の
額

⑮
退
職
時
に
支
給
さ
れ
た
退

職
手
当

⑮
退
職
時
に
支
払

般
の
退
職
手
当

第
二
十
六
条
を
第
三
十
三
条
と
し
、
第
二
十
五
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

(
退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
書
の
様
式)

第
二
十
六
条

条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
同
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式
及
び

条
例
第
十
四
条
第
一
項(

同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。)

の
規
定
に
よ
る

処
分
に
係
る
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第

二
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

２

条
例
第
十
四
条
第
一
項(
同
項
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。)

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
処
分
に
係
る
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記

第
三
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

(

退
職
手
当
支
払
差
止
処
分
書
の
様
式)

第
二
十
七
条

条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る

条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第
四
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

２

条
例
第
十
三
条
第
二
項(

同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。)

の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係

る
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第
五
号
様
式

の
と
お
り
と
す
る
。

３

条
例
第
十
三
条
第
二
項(

同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。)

の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係

る
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第
六
号
様
式

の
と
お
り
と
す
る
。

４

条
例
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十

二
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第
七
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

(

退
職
手
当
返
納
命
令
書
の
様
式)

第
二
十
八
条

条
例
第
十
五
条
第
一
項(

同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。)

の

規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式

は
、
別
記
第
八
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

２

条
例
第
十
五
条
第
一
項(

同
項
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。)

の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係

る
同
条
第
六
項
又
は
条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第
九
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

(

条
例
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う

に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
旨
の
通
知
書
の
様
式)

第
二
十
九
条

条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第
十
号
様

式
の
と
お
り
と
す
る
。

(

退
職
手
当
相
当
額
納
付
命
令
書
の
様
式)

第
三
十
条

条
例
第
十
七
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
同
条
第
七
項

に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第
十
一
号
様
式
の
と
お
り
と

す
る
。

２

条
例
第
十
七
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す

る
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第
十
二
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

(

口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
意
思
の
有
無
の
確
認)

第
三
十
一
条

人
事
委
員
会
は
、
条
例
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
十
七
条
第
一
項

か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
処
分
を
受
け
る
べ

き
者(

以
下｢

当
事
者｣

と
い
う
。)

に
対
し
、
条
例
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
申
立
て
を
行

う
意
思
の
有
無
の
確
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。

２

人
事
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
思
の
有
無
の
確
認
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者
は
、

口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
の
期
日
へ
の
出
頭
に
代
え
て
、
陳
述
書
及
び
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
の
付
与)

第
三
十
二
条

条
例
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
の
付
与
に
つ
い
て
は
、

岐
阜
県
行
政
手
続
条
例(

平
成
七
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下｢

行
政
手
続
条
例｣

と
い
う
。)

第
十
五
条(

第
二
項
第
二
号
を
除
く
。)

、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
及
び
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条

ま
で
並
び
に
岐
阜
県
人
事
委
員
会
聴
聞
規
則(

平
成
七
年
岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号
。
第
五

条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
を
除
く
。)

の
規
定
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

行
政
手
続
条
例
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
中｢

行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員｣

と
あ
る
の
は
、｢

人
事

委
員
会
が
指
名
す
る
者｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

｢
｢

別
記
第
一
号
様
式
の
二(

表
面)

中

を

｣

に
改
め
、
同
様
式(

裏
面)

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

｣

号 外 � 岐 阜 県 公 報 平成21年10月14日 ( )２



(裏面)

⑰退職事由
【退職事由は所定給付日数・給付制限の有無に影響を与える場合が有り､ 適正に記入して下さい｡ 】

任命権
者記載
欄

退職者
記載欄 退 職 の 事 由

※
任命権者記
載欄

□

□
□

□
□

□

□

□

□
□

□

□

□
□
□
□
□

□

１ 定員の減少又は組織の改廃のため過員又は廃職を生ずることによる
もの

２ 定年､ 任用期間満了等によるもの� 定年による退職 (定年 歳)� 任用期間満了による退職

３ 任命権者からの働きかけによるもの� 懲戒免職等処分� 地方公務員法第28条第４項の規定による失職 (同法第16条第１号
に該当する場合に限る｡) 又はこれに準ずる退職� 地方公務員法第28条第４項の規定による失職 (同法第16条第１号
に該当する場合を除く｡) 又はこれに準ずる退職� 地方公務員法第28条第１項第２号の規定による免職又はこれに準
ずる処分� 退職勧奨

４ 職場における事情に起因する退職� 勤務していた公署の移転により通勤困難となつたため� 公務上の傷病による退職

５ 職員の個人的な事情に起因する退職� 職務に耐えられない体調不良､ けが等があつたため� 妊娠､ 出産､ 育児等を行う必要があつたため� 家庭の事情の急変 (父母の扶養､ 親族の介護等) があつたため� 配偶者等との別居生活が継続困難となつたため� 転居により通勤困難となつたため
(新住所： )� その他
(具体的に )

６ その他 (１―５のいずれにも該当しない場合)

具体的事情記載欄 (任命権者用)

１ 記載上の注意
⑰欄には､ 職員の個人的な事情に起因する退職の場合､ 退職の主たる事由を一つ選択し､ 退職者記載欄の
□の中に○印を記入すること｡
⑱欄には､ 記載事項に相違ないと認めた場合､ 氏名を記載して印を押すこと｡ なお､ 記載事項について誤
りがあるときは､ 速やかに任命権者に申し出て訂正を受けること｡
２ この票の交付を受けたときは､ 速やかに住所又は居所を管轄する公共職業安定所に出頭の上提出すること｡
ただし､ 退職後公共職業安定所に出頭しないまま退職の日の翌日から１年以内に再び職員となつた場合には､
この票を任命権者に提出すること｡
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(処
分
後
に
支
払
わ
れ
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
)

円

(処
分
前
の
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
)

円

別
記
第
二
号
様
式
か
ら
別
記
第
六
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
２
号
様
式
(第
26条
関
係
)
(表
面
)退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
12条
第
１
項
(第
14条
第
１
項
)
の
規
定
に
よ
り
､
一
般
の
退
職

手
当
等
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
と
し
て
､
下
記
の
金
額
を
支
払
わ
な
い

こ
と
と
し
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に�

に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
岐
阜
県
を
被
告
と
し
て
(被
告
を
代
表
す
る
者
は�

)
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(な
お
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､
こ
の
処
分

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡)｡
た
だ
し
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
し
た
場
合
に
は
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な

お
､
そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､

そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡)｡

記
金

円

号 外 � 岐 阜 県 公 報 平成21年10月14日 ( )４



(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
12条
第
１
項
に
規
定
す
る
事
情
(及
び
同
項
各
号
に
規
定
す

る
退
職
を
し
た
場
合
の
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
と
の
権
衡
)
を
勘
案
し
た
内
容
に
つ
い
て
の

説
明
)

(支
給
制
限
処
分
の
理
由
)

(退
職
時
の
職
名
)

(退
職
時
の
所
属
)

(退
職
年
月
日
)

年
月

日

(採
用
年
月
日
)

年
月

日

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

(退
職
時
の
給
料
月
額
)

円
(

職
級

号
給
)

(勤
続
期
間
)

年
月

(処
分
後
に
支
払
わ
れ
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
)

円

(処
分
前
の
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
)

円

(裏
面
)

備
考
１�

に
は
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
を
､�
に
は
取
消
し
の
訴
え
の
被
告
と
す
べ
き
者

を
代
表
す
る
者
を
､
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
｡

２
勤
続
期
間
と
は
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
勤
続
期
間
を

い
う
｡

３
不
要
の
文
字
は
､
抹
消
す
る
こ
と
｡

第
３
号
様
式
(第
26条
関
係
)
(表
面
)退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
14条
第
１
項
(第
２
項
)
の
規
定
に
よ
り
､
一
般
の
退
職
手
当
等

の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
と
し
て
､
下
記
の
金
額
を
支
払
わ
な
い
こ
と
と

し
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に�

に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
岐
阜
県
を
被
告
と
し
て
(被
告
を
代
表
す
る
者
は�

)
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(な
お
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､
こ
の
処
分

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡)｡
た
だ
し
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
し
た
場
合
に
は
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な

お
､
そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､

そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡)｡

記
金

円
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(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
12条
第
１
項
に
規
定
す
る
事
情
(及
び
同
項
各
号
に
規
定
す

る
退
職
を
し
た
場
合
の
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
と
の
権
衡
)
を
勘
案
し
た
内
容
に
つ
い
て
の

説
明
)

(懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
た
理
由
)

(退
職
時
の
職
名
)

(退
職
時
の
所
属
)

(退
職
年
月
日
)

年
月

日

(採
用
年
月
日
)

年
月

日

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

(退
職
時
の
給
料
月
額
)

円
(

職
級

号
給
)

(勤
続
期
間
)

年
月

(退
職
年
月
日
)

年
月

日

(採
用
年
月
日
)

年
月

日

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

(勤
続
期
間
)

年
月

(裏
面
)

備
考
１�

に
は
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
を
､�
に
は
取
消
し
の
訴
え
の
被
告
と
す
べ
き
者

を
代
表
す
る
者
を
､
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
｡

２
勤
続
期
間
と
は
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
勤
続
期
間
を

い
う
｡

３
不
要
の
文
字
は
､
抹
消
す
る
こ
と
｡

第
４
号
様
式
(第
27条
関
係
)
(表
面
)退
職
手
当
支
払
差
止
処
分
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
13条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
､
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払

を
差
し
止
め
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に�

に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
ま
た
､
こ
の
処
分
書
を
受
け

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
は
､
こ
の
処
分
の
後
の
事
情
の
変
化
を

理
由
に
､�

に
対
し
て
こ
の
処
分
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
岐
阜
県
を
被
告
と
し
て
(被
告
を
代
表
す
る
者
は�

)
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(な
お
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､
こ
の
処
分

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡)｡
た
だ
し
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
し
た
場
合
に
は
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な

お
､
そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､

そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡)｡
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(支
払
差
止
処
分
の
取
消
し
)

こ
の
処
分
は
､
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
取
り
消
さ
れ
､
差
し
止
め
ら
れ
て
い

る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
｡

１
こ
の
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
こ
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
起
訴
に
係
る
刑
事
事

件
に
つ
き
無
罪
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合

２
こ
の
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
こ
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
起
訴
に
係
る
刑
事
事

件
に
つ
き
､
判
決
が
確
定
し
た
場
合
(禁
錮 こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
及
び
無
罪
の

判
決
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く
｡)

３
処
分
者
が
､
こ
の
処
分
後
に
判
明
し
た
事
実
又
は
生
じ
た
事
情
に
基
づ
き
､
こ
の
一
般

の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
場
合

(支
払
差
止
処
分
の
理
由
)

(退
職
時
の
職
名
)

(退
職
時
の
所
属
)

(退
職
時
の
給
料
月
額
)

円
(

職
級

号
給
)

(退
職
年
月
日
)

年
月

日

(採
用
年
月
日
)

年
月

日

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

(勤
続
期
間
)

年
月

(裏
面
)

備
考
１�

に
は
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
を
､�
に
は
処
分
の
取
消
し
の
申
立
て
を
す
べ
き

行
政
庁
を
､�
に
は
取
消
し
の
訴
え
の
被
告
と
す
べ
き
者
を
代
表
す
る
者
を
､
そ
れ
ぞ
れ
記

載
す
る
こ
と
｡

２
勤
続
期
間
と
は
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
勤
続
期
間
を

い
う
｡

第
５
号
様
式
(第
27条
関
係
)
(表
面
)退
職
手
当
支
払
差
止
処
分
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
13条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
､
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払

を
差
し
止
め
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に�

に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
ま
た
､
こ
の
処
分
書
を
受
け

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
は
､
こ
の
処
分
の
後
の
事
情
の
変
化
を

理
由
に
､�

に
対
し
て
こ
の
処
分
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
岐
阜
県
を
被
告
と
し
て
(被
告
を
代
表
す
る
者
は�

)
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(な
お
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､
こ
の
処
分

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡)｡
た
だ
し
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
し
た
場
合
に
は
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な

お
､
そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､

そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡)｡
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(支
払
差
止
処
分
の
取
消
し
)

こ
の
処
分
は
､
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
取
り
消
さ
れ
､
差
し
止
め
ら
れ
て
い

る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
｡
た
だ
し
､
３
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
､

こ
の
処
分
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
現
に

逮
捕
さ
れ
て
い
る
と
き
そ
の
他
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
支
払
差
止
処
分
の
目
的
に
明
ら
か
に

反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
､
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

１
こ
の
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
こ
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
に
係
る
刑
事
事

件
に
つ
き
無
罪
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合

２
こ
の
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
こ
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
に
係
る
刑
事
事

件
に
つ
き
､
判
決
が
確
定
し
た
場
合
(禁
錮 こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
及
び
無
罪
の

判
決
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く
｡)
又
は
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
場
合
で
あ

つ
て
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
14条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と

な
く
､
そ
の
判
決
が
確
定
し
た
日
又
は
そ
の
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
日
か
ら

６
か
月
を
経
過
し
た
場
合

３
こ
の
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事

事
件
に
関
し
起
訴
を
さ
れ
る
こ
と
な
く
､
か
つ
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
14条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
､
こ
の
処
分
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
を
経

過
し
た
場
合

４
処
分
者
が
､
こ
の
処
分
後
に
判
明
し
た
事
実
又
は
生
じ
た
事
情
に
基
づ
き
､
こ
の
一
般

の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
場
合

(公
務
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
上
で
支
障
を
生
ず
る
と
認
め
る
理
由
)

(思
料
さ
れ
る
犯
罪
に
係
る
罰
条
：

)

(退
職
時
の
職
名
)

(退
職
時
の
所
属
)

(退
職
時
の
給
料
月
額
)

円
(

職
級

号
給
)

(退
職
年
月
日
)

年
月

日

(採
用
年
月
日
)

年
月

日

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

(勤
続
期
間
)

年
月

(裏
面
)

備
考
１�

に
は
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
を
､�
に
は
処
分
の
取
消
し
の
申
立
て
を
す
べ
き

行
政
庁
を
､�
に
は
取
消
し
の
訴
え
の
被
告
と
す
べ
き
者
を
代
表
す
る
者
を
､
そ
れ
ぞ
れ
記

載
す
る
こ
と
｡

２
勤
続
期
間
と
は
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
勤
続
期
間
を

い
う
｡

第
６
号
様
式
(第
27条
関
係
)
(表
面
)退
職
手
当
支
払
差
止
処
分
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
13条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
､
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払

を
差
し
止
め
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に�

に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
ま
た
､
こ
の
処
分
書
を
受
け

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
は
､
こ
の
処
分
の
後
の
事
情
の
変
化
を

理
由
に
､�

に
対
し
て
こ
の
処
分
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
岐
阜
県
を
被
告
と
し
て
(被
告
を
代
表
す
る
者
は�

)
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(な
お
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､
こ
の
処
分

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡)｡
た
だ
し
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
し
た
場
合
に
は
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な

お
､
そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､

そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡)｡
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(支
払
差
止
処
分
の
取
消
し
)

こ
の
処
分
は
､
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
取
り
消
さ
れ
､
差
し
止
め
ら
れ
て
い

る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
｡
た
だ
し
､
３
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
､

こ
の
処
分
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
現
に

逮
捕
さ
れ
て
い
る
と
き
そ
の
他
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
支
払
差
止
処
分
の
目
的
に
明
ら
か
に

反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
､
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

１
こ
の
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
こ
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
に
係
る
刑
事
事

件
に
つ
き
無
罪
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合

２
こ
の
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
こ
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
に
係
る
刑
事
事

件
に
つ
き
､
判
決
が
確
定
し
た
場
合
(禁
錮 こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
及
び
無
罪
の

判
決
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く
｡)
又
は
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
場
合
で
あ

つ
て
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
14条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と

な
く
､
そ
の
判
決
が
確
定
し
た
日
又
は
そ
の
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
日
か
ら

６
か
月
を
経
過
し
た
場
合

３
こ
の
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事

事
件
に
関
し
起
訴
を
さ
れ
る
こ
と
な
く
､
か
つ
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
14条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
､
こ
の
処
分
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
を
経

過
し
た
場
合

４
処
分
者
が
､
こ
の
処
分
後
に
判
明
し
た
事
実
又
は
生
じ
た
事
情
に
基
づ
き
､
こ
の
一
般

の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
場
合

(懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
)

(退
職
時
の
職
名
)

(退
職
時
の
所
属
)

(退
職
時
の
給
料
月
額
)

円
(

職
級

号
給
)

(裏
面
)

備
考
１�

に
は
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
を
､�
に
は
処
分
の
取
消
し
の
申
立
て
を
す
べ
き

行
政
庁
を
､�
に
は
取
消
し
の
訴
え
の
被
告
と
す
べ
き
者
を
代
表
す
る
者
を
､
そ
れ
ぞ
れ
記

載
す
る
こ
と
｡

２
勤
続
期
間
と
は
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
勤
続
期
間
を

い
う
｡

別
記
第
六
号
様
式
の
次
に
次
の
六
様
式
を
加
え
る
。
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(退
職
年
月
日
)

年
月

日

(採
用
年
月
日
)

年
月

日

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

(勤
続
期
間
)

年
月

(支
払
差
止
処
分
の
取
消
し
)

こ
の
処
分
は
､
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
取
り
消
さ
れ
､
差
し
止
め
ら
れ
て
い

る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
｡

１
こ
の
処
分
を
受
け
た
者
が
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
14条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る

処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
こ
の
処
分
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
場
合

２
処
分
者
が
､
こ
の
処
分
後
に
判
明
し
た
事
実
又
は
生
じ
た
事
情
に
基
づ
き
､
こ
の
一
般

の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
場
合

(懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
)

(退
職
時
の
職
名
)

(退
職
時
の
所
属
)

(退
職
時
の
給
料
月
額
)

円
(

職
級

号
給
)

第
７
号
様
式
(第
27条
関
係
)
(表
面
)退
職
手
当
支
払
差
止
処
分
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
13条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
､
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払

を
差
し
止
め
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に�

に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
ま
た
､
こ
の
処
分
書
を
受
け

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
は
､
こ
の
処
分
の
後
の
事
情
の
変
化
を

理
由
に
､�

に
対
し
て
こ
の
処
分
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
岐
阜
県
を
被
告
と
し
て
(被
告
を
代
表
す
る
者
は�

)
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(な
お
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､
こ
の
処
分

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡)｡
た
だ
し
､
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
し
た
場
合
に
は
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な

お
､
そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､

そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡)｡

(裏
面
)

備
考
１�

に
は
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
を
､�
に
は
処
分
の
取
消
し
の
申
立
て
を
す
べ
き

行
政
庁
を
､�
に
は
取
消
し
の
訴
え
の
被
告
と
す
べ
き
者
を
代
表
す
る
者
を
､
そ
れ
ぞ
れ
記

載
す
る
こ
と
｡

２
勤
続
期
間
と
は
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
勤
続
期
間
を

い
う
｡
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(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
15条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
失
業
者
退
職
手
当
額
)円

(既
に
支
払
わ
れ
た
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
)

円

(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
12条
第
１
項
に
規
定
す
る
事
情
の
ほ
か
､
こ
の
処
分
を
受
け

る
者
の
生
計
の
状
況
を
勘
案
し
た
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
)

(返
納
命
令
の
理
由
)

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

第
８
号
様
式
(第
28条
関
係
)
(表
面
)退
職
手
当
返
納
命
令
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
15条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
､
既
に
支
払
わ
れ
た
一
般
の
退
職
手

当
等
の
額
の
う
ち
下
記
の
金
額
の
返
納
を
命
じ
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に�

に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
岐
阜
県
を
被
告
と
し
て
(被
告
を
代
表
す
る
者
は�

)
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(な
お
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､
こ
の
処
分

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡)｡
た
だ
し
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
し
た
場
合
に
は
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な

お
､
そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､

そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡)｡

記

金
円

(裏
面
)

備
考
１�

に
は
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
を
､�
に
は
取
消
し
の
訴
え
の
被
告
と
す
べ
き
者

を
代
表
す
る
者
を
､
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
｡

２
勤
続
期
間
と
は
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
勤
続
期
間
を

い
う
｡
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(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
15条

第
１
項
(第
16条

第
１
項
)の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る

失
業
者
退
職
手
当
額
)

円

(既
に
支
払
わ
れ
た
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
)

円

(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
12条
第
１
項
に
規
定
す
る
事
情
の
ほ
か
､
こ
の
処
分
を
受
け

る
者
の
生
計
の
状
況
を
勘
案
し
た
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
)

(懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
た
理
由
)

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

第
９
号
様
式
(第
28条
関
係
)
(表
面
)退
職
手
当
返
納
命
令
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
15条
第
１
項
(第
16条
第
１
項
)
の
規
定
に
よ
り
､
既
に
支
払
わ

れ
た
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
う
ち
下
記
の
金
額
の
返
納
を
命
じ
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に�

に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
岐
阜
県
を
被
告
と
し
て
(被
告
を
代
表
す
る
者
は�

)
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(な
お
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､
こ
の
処
分

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡)｡
た
だ
し
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
し
た
場
合
に
は
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な

お
､
そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､

そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡)｡

記

金
円

(裏
面
)

備
考
１�

に
は
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
を
､�
に
は
取
消
し
の
訴
え
の
被
告
と
す
べ
き
者

を
代
表
す
る
者
を
､
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
｡

２
勤
続
期
間
と
は
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
勤
続
期
間
を

い
う
｡

３
不
要
の
文
字
は
､
抹
消
す
る
こ
と
｡
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(退
職
手
当
の
受
給
者
の
氏
名
)

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

(懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
)

(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
17条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
失
業
者
退
職
手
当
額
)円

(既
に
支
払
わ
れ
た
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
)

円

第
10号
様
式
(第
29条
関
係
)
(表
面
)

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
17条
第
１
項
に
規
定
す
る
懲
戒
免
職
等
処
分
を

受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
旨
の
通
知
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

下
記
の
退
職
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
た
後
に

お
い
て
､
そ
の
者
が
そ
の
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続

い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な

理
由
が
あ
る
た
め
､
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
17条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま
す
｡

こ
の
通
知
を
し
た
機
関
は
､
こ
の
通
知
が
到
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
限

り
､
こ
の
通
知
を
受
け
た
者
に
対
し
､
下
記
の
退
職
を
し
た
者
が
既
に
支
払
わ
れ
た
一
般
の
退
職
手

当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を

受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
､
そ
の
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額

(下
記
の
退
職
を
し
た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
､
失
業
者
退
職
手

当
額
を
除
く
｡)
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
｡

記

(裏
面
)
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(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
17条
第
１
項
(第
２
項
､
第
３
項
)
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ

れ
る
失
業
者
退
職
手
当
額
)

円

(既
に
支
払
わ
れ
た
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
)

円

(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
12条
第
１
項
及
び
第
17条
第
６
項
に
規
定
す
る
事
情
を
勘
案

し
た
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
)

(懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
た
理
由
)

(退
職
手
当
の
受
給
者
の
氏
名
)

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

第
11号
様
式
(第
30条
関
係
)
(表
面
)

退
職
手
当
相
当
額
納
付
命
令
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
17条
第
１
項
(第
２
項
､
第
３
項
)
の
規
定
に
よ
り
､
退
職
手
当

の
受
給
者
に
対
し
既
に
支
払
わ
れ
た
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
下
記
の
金
額

の
納
付
を
命
じ
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に�

に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
岐
阜
県
を
被
告
と
し
て
(被
告
を
代
表
す
る
者
は�

)
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(な
お
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､
こ
の
処
分

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡)｡
た
だ
し
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
し
た
場
合
に
は
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な

お
､
そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､

そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡)｡

記

金
円

(裏
面
)

備
考
１�

に
は
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
を
､�
に
は
取
消
し
の
訴
え
の
被
告
と
す
べ
き
者

を
代
表
す
る
者
を
､
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
｡

２
不
要
の
文
字
は
､
抹
消
す
る
こ
と
｡
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(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
17条
第
４
項
(第
５
項
)
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
失
業

者
退
職
手
当
額
)

円

(既
に
支
払
わ
れ
た
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
)

円

(岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
12条
第
１
項
及
び
第
17条
第
６
項
に
規
定
す
る
事
情
を
勘
案

し
た
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
)

(納
付
命
令
の
理
由
)

(退
職
手
当
の
受
給
者
の
氏
名
)

(退
職
を
し
た
者
の
氏
名
)

第
12号
様
式
(第
30条
関
係
)
(表
面
)

退
職
手
当
相
当
額
納
付
命
令
書

年
月

日

様

(退
職
手
当
管
理
機
関
)

印□

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
17条
第
４
項
(第
５
項
)
の
規
定
に
よ
り
､
退
職
手
当
の
受
給
者

に
対
し
既
に
支
払
わ
れ
た
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
下
記
の
金
額
の
納
付
を

命
じ
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に�

に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
岐
阜
県
を
被
告
と
し
て
(被
告
を
代
表
す
る
者
は�

)
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(な
お
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､
こ
の
処
分

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
｡)｡
た
だ
し
､
こ
の
命
令
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
し
た
場
合
に
は
､
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
､
そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な

お
､
そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
､

そ
の
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡)｡

記

金
円

(裏
面
)

備
考
１�

に
は
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
を
､�
に
は
取
消
し
の
訴
え
の
被
告
と
す
べ
き
者

を
代
表
す
る
者
を
､
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
｡

２
不
要
の
文
字
は
､
抹
消
す
る
こ
と
｡
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附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
十
四
日

岐
阜
県
人
事
委
員
会

委
員
長�
瀬

英

二

岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号

事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
に
関
す
る
規
則(

昭
和
五
十
一
年
岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
五

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例(

昭
和
二
十
八
年
岐
阜
県
条
例
第
四
十
一
号)

の
規
定
に
基

づ
く
退
職
手
当
の
支
給
制
限
等
の
処
分
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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平
成
二
十
一
年
十
月
十
四
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


